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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
５
日
か
ら
12
日

ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
６
年
度

会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
７
年
度
補
正
予
算

な
ど
20
件
が
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

に
対
し
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。完成した大屋根広場「びっぐテラス」

（くずま～るの壁面には旧庁舎の町章が設置されています。）

９月定例会議９月定例会議

新庁舎２期新庁舎２期工事完成工事完成

財政健全化判断比率は「健全」を維持
　「財政健全化法」に基づく６年度の一般会計、特別会計、第３セクターなどの決算を含めた各指標は、
いずれも基準を下回りました。
●健全化判断比率

各　指　標 ６年度 ５年度 比較
実質赤字比率　　 (15％) 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 (20％) 赤字なし 赤字なし －
実質公債費比率　 (25％) 7.1％ 7.4％ △0.3
将来負担比率　　 (350％) 7.4％ 比率なし 皆増

消防分署棟など様々な機能が集約消防分署棟など様々な機能が集約

６  年  度  決  算  の  状  況
会　計　名 収　　入 支　　出

一  　般 　 会　  計 77億9404万円 70億4666万円
特
別
会
計

国民健康保険事業　 8億8912万円 8億5899万円

後期高齢者医療事業 9699万円 9243万円

合　　　　　　計 87億8015万円 79億9808万円

意見書を提出する馬渕代表監査委員（左から２人目）と樋口監査委員（左）

前
年
度
比
支
出
14
億
円
減

※各指標の(　)内の％は早期健全化の基準で、
数値が低いほど健全な財政運営になります。

　
6
年
度
全
会
計
の
総
支
出

額
は
、
79
億
９
８
０
８
万
円

で
前
年
度
比
13
億
７
６
５
５

万
円
14
・
７
㌫
減
少
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
の
支
出
総
額
は
、

70
億
４
６
６
６
万
円
で
前

年
度
比
12
億
４
６
６
万
円
、

14
・
６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
庁
舎
等
建
設

事
業
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
長
寿

命
化
修
繕
工
事
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
二
つ
の
特
別
会
計
の
支
出

総
額
は
、
９
億
５
１
４
２
万

円
で
前
年
度
比
２
７
３
２
万

円
、
２・９
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
積
立
基
金
残
高
は
60
億
６

０
３
5
万
円
で
前
年
度
比
２

億
６
６
８
１
万
円
、
４
・
２

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
将
来
負
担
比
率

が
７
・
４
㌫
に
増
加
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
決
算
の
詳
し

い
内
容
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
6
年
度
決
算
は
全
て
の
会

計
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
軽
自
動
車
税

の
現
年
課
税
分
の
収
納
率
が

１
０
０
㌫
と
な
る
な
ど
、
町

税
全
体
の
徴
収
率
が
前
年
度

を
０
・
６
㌽
上
回
り
、
滞
納

処
分
等
の
徴
収
対
策
の
取
り

組
み
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
財
政
健
全

化
判
断
比
率
が
改
善
し
て
お

り
、
基
金
へ
の
積
立
、
公
債

費
の
任
意
繰
上
償
還
に
よ
る

将
来
負
担
の
抑
制
な
ど
、
財

政
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
６
年
度
は
、
物
価
高
騰
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
町
民
に

対
す
る
様
々
な
施
策
が
、
き

め
細
か
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、

評
価
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
更
な
る
町
勢
発

展
と
、
町
民
福
祉
の
向
上
、

町
総
合
計
画
後
期
計
画
の
実

現
を
望
み
ま
す
。

一
般
・
特
別
会
計
決
算

監
査
委
員
の
意
見

徴
収
率
の
上
昇
と
物
価

高
騰
対
応
施
策
を
評
価

　

今
回
、
大
学
の
夏
休
み
を
利
用
し
て

初
め
て
町
議
会
を
傍
聴
し
た
。

　

有
権
者
と
し
て
、
地
元
の
議
会
も
機

会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い
と
以
前
か
ら

思
っ
て
い
た
。

　

最
初
に
議
場
に
入
っ
て
、
傍
聴
席
が

議
員
席
に
か
な
り
近
い
こ
と
に
驚
い
た
。

お
そ
ら
く
他
の
地
方
議
会
よ
り
も
、
よ

り
近
い
場
所
で
傍
聴
が
出
来
た
の
は
魅

力
的
で
あ
っ
た
。

　

一
般
質
問
を
通
じ
て
、
町
（
行
政
）

も
議
員
も
、
葛
巻
町
の
課
題
を
認
識
し
、

次
世
代
の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
と
感

じ
た
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
人
口

問
題
を
軸
に
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

千
葉　
翼
さ
ん
（
中
村
）

北
海
学
園
大
学　
　
　
　

法
学
部
政
治
学
科
２
年

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

真剣な表情で議会を
傍聴する千葉さん

皆
様
の
傍
聴
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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６年度企業会計決算輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
辰
柳
敬
一
委
員
長
）
は
、

９
月
11
日
に
各
会
計
の
６
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
、
予

算
が
効
果
的
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業
の
実

施
効
果
や
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

起

債

残

高

自
主
財
源
の
確
保

畜
産
農
家
支
援

防
犯
灯
の
修
繕

柴
田
委
員　
町
税
の
徴
収
率

が
95
・
７
㌫
と
前
年
度
比
で

０
・
６
㌽
上
昇
し
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

住
民
会
計
課
長　
コ
ン
ビ
ニ

納
付
や
口
座
振
替
の
推
進
等

住
民
が
納
税
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
ほ
か
希
望
に
よ

り
訪
問
徴
収
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
町
民
の
納
税
意
識

の
高
さ
と
ご
理
解
、
ご
協
力

が
得
ら
れ
た
結
果
だ
と
考
え

る
。

山
岸
委
員　
各
地
区
か
ら
の

防
犯
灯
の
修
繕
要
望
へ
の
対

応
状
況
は
。

総
務
課
長　
６
年
度
は
30
灯

の
修
繕
を
行
っ
た
。

　
防
犯
灯
の
設
置
か
ら
10
年

程
度
経
過
し
て
お
り
、
修
繕

が
必
要
な
案
件
が
多
く
な
っ

て
お
り
順
次
対
応
し
て
い
る
。

防
犯
灯
の
無
い
箇
所
へ
の
追

加
設
置
は
自
治
会
を
通
じ
て

要
望
を
受
け
て
い
る
。

深
澤
委
員　
畜
産
労
働
力
負

担
軽
減
事
業
の
財
源
と
今
後

の
実
施
予
定
は
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
県
の
地
域
経
営
推
進
費
を

活
用
し
実
施
し
て
い
る
。

　
農
家
の
要
望
も
多
い
事
業

で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向
も

見
な
が
ら
来
年
度
以
降
の
継

続
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

山
崎
委
員　
起
債
残
高
が
こ

こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
将
来
負
担
軽
減

の
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

副
町
長　
老
朽
化
に
よ
る
町

の
公
共
施
設
の
更
新
時
期
が

あ
る
中
、
公
共
施
設
を
計
画

的
に
更
新
す
る
た
め
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
を
平
成
21

年
に
創
設
し
財
源
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
大
型
事
業
に
対
す

る
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
、

交
付
税
措
置
さ
れ
る
過
疎
債

や
辺
地
債
を
活
用
す
る
事
を

基
本
と
す
る
ほ
か
そ
の
時
代

に
合
わ
せ
た
国
の
起
債
事

業
・
対
策
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
更
に
繰
上
償
還
を
平
成
30

年
か
ら
進
め
て
お
り
、
６
年

間
で
合
計
14
億
円
の
繰
上
償

還
を
し
て
い
る
。

病
院
会
計
は
、
事
業
収
益

10
億
３
８
５
４
万
円
に
対
し
、

事
業
費
用
が
11
億
１
９
４
万

円
で
６
３
４
０
万
円
の
純
損

失
を
計
上
、累
積
欠
損
金（
赤

字
）
が
７
億
２
２
５
３
万
円

に
増
加
し
ま
し
た
。

　
年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は
、

１
万
５
８
５
人
で
、
前
年
度

よ
り
９
５
９
人
減
少
、
外
来

患
者
数
も
２
万
５
３
４
４
人

で
、
前
年
度
よ
り
１
８
５
３

人
減
少
し
ま
し
た
。

　
赤
字
決
算
の
主
な
要
因
は
、

患
者
数
減
少
に
よ
る
医
業
収

益
の
減
少
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
施
設

等
確
保
事
業
に
係
る
県
補
助

金
の
皆
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

水
道
会
計
は
、
事
業
収
益

が
１
億
５
３
１
５
万
円
に
対

し
、
事
業
費
用
が
１
億
９
９

８
４
万
円
で
、
４
６
６
９
万

円
の
純
損
失
を
計
上
し
、
赤

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
累
積
欠
損
金

が
２
億
６
９
８
４
万
円
に
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
主
な
要

因
は
、
資
産
の
減
価
償
却
費

が
営
業
費
用
の
54
・
６
㌫
を

占
め
る
ほ
ど
多
額
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
物
価
高
騰
に
よ
る

電
力
費
等
の
施
設
管
理
経
費

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

下
水
道
会
計
は
、
６
年
度
か

ら
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
し

た
。

病
院
会
計
は
、
医
業
収
益

の
減
少
等
に
よ
り
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
、
６
年
度
は
在
宅
ケ
ア
室

を
設
置
し
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

及
び
訪
問
介
護
を
開
始
す
る

な
ど
、
在
宅
医
療
の
拡
充
に

努
め
、
住
民
が
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
国
民
健
康
保

険
葛
巻
病
院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
一
層
の
経

営
改
善
を
望
み
ま
す
。

　
事
業
収
益
が
１
億
５
３
３

５
万
円
に
対
し
、
事
業
費
用

が
１
億
５
１
４
０
万
円
で
、

１
９
５
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
経
営
の
健
全
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
１
０
１
・
3

㌫
と
な
り
、
事
業
に
必
要
な

費
用
を
使
用
料
で
賄
え
て
い

る
状
況
と
さ
れ
る
１
０
０
㌫

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

水
道
会
計
は
、
減
価
償
却

費
が
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
７
年
１
月
に

行
っ
た
料
金
改
定
に
よ
り
料

金
収
入
は
増
加
す
る
も
の
の
、

今
後
も
純
損
失
は
３
０
０
０

万
円
以
上
で
推
移
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
施
設
整
備
を

推
進
す
る
際
に
一
層
の
資
金

計
画
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
に
「
葛
巻
町
水

道
事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
の
実
施
を
望

み
ま
す
。

下
水
道
会
計
は
、
１
９
５
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
な
事
業
継
続
を
し
て
い
く

た
め
に
収
支
均
衡
を
意
識
し

な
が
ら
経
常
費
用
の
抑
制
、

収
支
計
画
の
精
査
な
ど
、
下

水
道
事
業
の
健
全
化
に
関
す

る
取
り
組
み
に
努
め
、「
町

総
合
計
画
後
期
計
画
」
等
に

基
づ
い
た
取
り
組
み
の
実
施

を
望
み
ま
す
。

病　
院　
会　
計

水　
道　
会　
計

下
水
道
会
計

監
査
委
員
の
意
見

葛巻病院の患者数の状況

区分 ６年度 ５年度 比　較

入　院
患者数 10,585人 11,544人 △959人

外　来
患者数 25,344人 27,197人 △1,853人

企業会計決算の状況

区　分
病院会計 水道会計 下水道会計

6年度 ５年度 前年対比％ 6年度 ５年度 前年対比％ 6年度 ５年度 前年対比％
事 業 収 益 (a) 10億3854万円 10億7259万円 △3.2％ １億5315万円 １億5209万円 △0.7％ １億5335万円
事 業 費 用 (b) 11億 194万円 10億8509万円 1.6％ １億9984万円 １億8381万円 8.7％ １億5140万円
純損益 (a)-(b) △6340万円 △1249万円 △414.8％ △4669万円 △3171万円 △47.2％ 195万円

年度末未処理欠損金 △７億2253万円 △６億5913万円 9.2％ △２億6984万円 △２億2315万円 20.9％ 195万円

（税抜き）

※万円未満切捨
※下水道会計は６年度から企業会計に移行

　
６
年
度
は
、
町
で
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
人

口
減
少
対
策
及
び
地
方
創
生

に
関
す
る
施
策
の
ほ
か
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
。
ま
た
、
６
年
度
は
総

合
計
画
後
期
計
画
の
１
年
目

の
年
で
あ
り
、「
い
き
い
き
と

輝
き
続
け
る
”ひ
と“
」「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
”ま
ち“
」

「
地
域
資
源
を
活
か
す
”し

ご
と“
」
を
基
本
目
標
と
し
、

各
分
野
に
お
い
て
ま
ち
づ
く

り
が
一
層
推
進
さ
れ
た
。

　
「
い
き
い
き
と
輝
き
続
け

る
”ひ
と“
」
に
関
す
る
取

組
で
は
、
保
育
園
に
エ
ア
コ

ン
の
追
加
設
置
や
葛
巻
高
校

の
海
外
研
修
の
再
開
に
よ
り

魅
力
化
を
図
る
な
ど
、
子
育

て
環
境
や
教
育
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

”ま
ち“
」
と
し
て
は
、
庁
舎

等
建
設
２
期
工
事
が
完
成
し
、

町
民
の
利
便
性
と
快
適
性
の

向
上
、
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出

が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
地
域
資
源
を
活
か
す
”し

ご
と“
」
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
保
全

特
別
対
策
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

拡
大
に
よ
る
、
よ
り
一
層
の

森
林
整
備
の
推
進
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
町
の
財
政
運
営
に

係
る
各
種
財
政
指
標
も
、
総

じ
て
良
好
な
状
態
が
維
持
さ

れ
て
い
る
。

　
庁
舎
等
建
設
事
業
等
に
よ

り
、
地
方
債
残
高
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の
活

用
の
ほ
か
、
余
剰
財
源
な
ど

を
活
用
し
た
地
方
債
の
繰
上

償
還
や
基
金
へ
の
積
み
増
し

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
努

め
て
お
り
、
各
事
業
が
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
約
）

山
崎
邦
廣
議
員
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新庁舎完成により支出減新庁舎完成により支出減 地 方 交 付 税 が 53 ％地 方 交 付 税 が 53 ％

収
入

総
額
は
、
77
億
９

４
０
４
万
円
で
、
前
年
度
比

７
億
１
６
２
０
万
円
、
８
・

４
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
全
体
の
53
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
41
億
２
５

４
万
円
で
、
前
年
度
比
１
億

５
６
８
６
万
円
、
４
・
０
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

町
債
（
借
入
金
）
は
、
５

億
９
８
９
７
万
円
で
、
前
年

度
比
７
億
２
０
０
９
万
円
、

54
・
６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

町
税
は
、
５
億
７
２
１
０

万
円
で
、
前
年
度
比
５
２
７

万
円
、
０
・
９
㌫
増
加
し
ま

し
た
。

繰
入
金
は
、
９
億
６
２
３

０
万
円
で
、
前
年
度
比
５
億

２
８
４
３
万
円
、
１
２
１
・

８
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

支
出　
総
額
は
、
70
億
４

６
６
６
万
円
で
、
前
年
度
比

12
億
４
６
６
万
円
、
14
・
６

㌫
減
少
し
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
17
億
８
４
９

３
万
円
で
、
庁
舎
等
建
設
工

事
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比

７
億
８
６
７
９
万
円
、
30
・

６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
９
億
１
９
５

６
万
円
で
、
任
意
繰
上
償
還

金
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
３

５
７
４
万
円
、
４
・
０
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
８
億
４
０
３

８
万
円
で
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
修
繕
工
事
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
比
４
億
５
４

７
９
万
円
、
35
・
１
㌫
減
少

し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
５
億

３
１
６
７
万
円
で
、
畜
産
生

産
資
材
等
高
騰
対
策
支
援
事

業
費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度

比
９
８
５
５
万
円
、
22
・
８

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、

60
億
６
０
３
５
万
円
で
、
前

年
度
比
２
億
６
６
８
１
万
円
、

４
・
２
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

町
債
（
借
入
金
）
残
高
は
、

１
１
２
億
２
２
６
５
万
円
で
、

前
年
度
比
２
億
７
２
０
１
万

円
、２・４
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

６年度一般会計支出を住民一人当たりにすると（家計簿にたとえると…）

(　　　　　)

家の
増改築費が

16 万円
減ったわ

1,350,000円
７年３月末の人口

5,217人

子どもへの仕送り
73,000円
繰出金
5.4％

年金掛金、保険料など
429,000円
負担金など
31.8％

光熱水費など
197,000円
物件費 
14.6％

家の増改築など
154,000円
建設事業費 
11.5％

住宅ローンなど
176,000円
公債費 
13.0％

医療費など
119,000円
扶助費 
8.8％

食費
201,000円
人件費 
14.9％

項　目 内　　　　容

総務費 町の財産管理や町税の事務などに
充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所運営な
ど社会福祉に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充
てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体
育事業に充てる経費

農林水
産業費

農林・畜産業の振興などに充てる
経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維
持管理に充てる経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる
経費

商工費 商工業や観光の振興などに充てる
経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他
の経費

災害復旧費､ 労働費､ 諸支出金､
予備費などの経費

項　目 内　　　　容

自
主
財
源

﹇
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金
﹈

町　　税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸 収 入 町税の延滞金や預金利子など

その他の
自主財源

繰入金などや、他の収入科目
に含まれないお金

依　
存　
財　
源

﹇
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

﹈

地方交付税 町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町　　債 事業を行うために国や金融機
関などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもら
うお金

県支出金 事業を行うために県からもら
うお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金など

６年度一般会計決算を見る

民生費
13億5708万円
19.3％

民生費
13億5708万円
19.3％

支出
70億円

教育費
5億8131万円
8.2％

教育費
5億8131万円
8.2％

総務費
17億8493万円
25.4％

総務費
17億8493万円
25.4％

衛生費
8億4308万円
11.9％

衛生費
8億4308万円
11.9％

公債費
9億1956万円
13.1％

公債費
9億1956万円
13.1％

土木費
4億4993万円
6.4％

土木費
4億4993万円
6.4％

消防費
3億5818万円　5.1％
消防費
3億5818万円　5.1％

その他の経費
1476万円　0.2％
その他の経費
1476万円　0.2％

商工費
1億4230万円　2.0％
商工費
1億4230万円　2.0％

議会費
6656万円　0.9％
議会費
6656万円　0.9％

農林水産業費
5億3167万円
7.5％

農林水産業費
5億3167万円
7.5％

土木費
4億4992万円
4.6％

土木費
4億4992万円
4.6％ 収入

78億円

町税
5億7210万円
7.3％

町税
5億7210万円
7.3％
諸収入
1億2337万円
1.6％

諸収入
1億2337万円
1.6％

その他の
自主財源
13億5761万円
17.4％

その他の
自主財源
13億5761万円
17.4％

地方交付税
41億254万円
52.6％

地方交付税
41億254万円
52.6％

町債
5億9897万円
7.7％

町債
5億9897万円
7.7％

国庫支出金
4億7307万円
6.1％

国庫支出金
4億7307万円
6.1％

県支出金
2億4246万円
3.1％

県支出金
2億4246万円
3.1％

その他の依存財源
3億2392万円　4.2％
その他の依存財源
3億2392万円　4.2％

自主財源
20億5308万円
26.3％

自主財源
20億5308万円
26.3％

依存財源
57億4096万円
73.7％

依存財源
57億4096万円
73.7％
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９
月
定
例
会
議
で
７
年
度
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

財
産
取
得

条
例
改
正

◇
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
６
億
４
１
９
９
万
円
追
加

し
、
総
額
を
74
億
２
１
６
１

万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

３
４
５
５
万
円
追
加
し
、

総
額
を
８
億
１
２
０
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
６
０
１
万
円
追
加
し
、
総

額
を
１
億
４
１
９
万
円
と
し

ま
し
た
。

◇
自
動
マ
ル
チ
コ
ン
パ
ク
タ

　
１
台

　
契
約
の
相
手
方　

　
東
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社

　
（
北
海
道
札
幌
市
）

　
契
約
金
額
１
５
０
０
万
円

　
納
入
期
限
８
年
３
月
31
日

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
職
員
の
育
児
・
介
護
等
と

仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
の

条
例
改
正

●
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
１
枚
当
た
り
の
単

価
改
正

　

こ
の
大
会
は
、
葛
巻
町
、

岩
手
町
、
雫
石
町
の
３
町
議

会
が
、
共
通
す
る
地
域
課
題

の
早
期
解
決
に
向
け
て
お
互

い
に
協
力
し
て
検
討
す
る
た

め
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
９
項
目
の
要
望
事
項
を
、

各
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、
藤

岡
徹
議
員
が
、
持
続
可
能
な

森
林
経
営
と
森
林
の
持
つ
環

境
保
全
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
「
林
業
振
興
対
策
の
推

進
」
と
、
人
口
減
少
問
題
に

歯
止
め
を
か
け
、
地
方
創
生

の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

「
人
口
減
少
問
題
の
解
決
に

向
け
た
振
興
策
の
支
援
」、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

可
能
と
す
る
た
め
の
新
た
な

仕
組
み
構
築
の
た
め
の
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

推
進
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

９
項
目
は
、
県
議
会
議
員
や

県
の
関
係
機
関
、
岩
手
県
選

出
国
会
議
員
、
国
の
関
係
機

関
に
要
望
を
行
う
予
定
で
す
。

　
要
望
の
主
な
内
容
は
左
上

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

８
月
５
日
に
久
慈
市
・
九
戸
村
・
葛
巻
町
の
議
会
議
員

が
一
同
に
会
し
、
様
々
な
実
践
事
例
の
調
査
研
修
と
相
互

の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
が
、
葛
巻
町

（
く
ず
ま
〜
る
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
庁
舎
等

建
設
２
期
工
事
で
完
成
し
た
大
屋
根
広
場
「
び
っ
ぐ
テ
ラ
ス
」、

消
防
分
署
棟
、
車
庫
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
岩
手
地
区
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、
第
72
回
岩
手

地
区
議
会
議
員
大
会
が
７
月
４
日
、
ま
き
×
ま
き
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
成
す
る
３
町
の
議
会
議
員
、
来
賓
と
し
て
県
市
議

会
議
長
会
長
や
町
長
な
ど
約
１
２
０
人
が
参
加
し
、
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
促
進
な
ど

道
路
整
備
促
進
な
ど

　
要
望
９
項
目
を
決
議

　
要
望
９
項
目
を
決
議

平
庭
地
域
市
町
村
議
会
議
員

平
庭
地
域
市
町
村
議
会
議
員

連
絡
協
議
会
研
修
会

連
絡
協
議
会
研
修
会

岩手地区議会議長会 要望提案内容（要約）
① 広域的な観点からの道路整備促進
② 地域振興の観点からの道路整備促進
③ 県立高等学校の存続と魅力ある学校づくり
④ 農業振興対策の推進
⑤ 林業振興対策の推進
⑥ 人口減少問題の解決に向けた振興策支援
⑦ 空き家対策支援
⑧ テレビ共同受信施設の施設改修費に対する財政支援制度の創設
⑨ 再生可能エネルギーの利用推進について

～岩手地区議員大会～～岩手地区議員大会～

地域の共通課題解決へ地域の共通課題解決へ

議長団を務めた深澤進議員

消防分署棟（上）と車庫棟（下）

　
議
員
大
会
終
了
後
、

葛
巻
病
院
の
伊
藤
達

朗
院
長
に
よ
る
「「
患

者
・
家
族
と
医
療
者

の
関
係
再
構
築
と

は
」
〜
医
療
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
力
〜
」

と
題
し
た
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
院
長
の
講
演

に
各
議
員
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
に

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
神
谷

牧
子
氏
を
講
師
に
「
健
康

ア
ッ
プ
体
操
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

葛巻病院　伊藤達朗院長の講演

講演する伊藤達朗院長

健康アップ体操の様子

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

補正予算の主な内容

補正額 補正後の予算額

６億4199万円 74億2161万円

主な内容
【歳出】
■財政調整基金等積立金
　　5億9999万円
■高等学校教育振興事業費
　　717万円
■ごみ焼却場管理経費
　　402万円
【歳入】
■普通交付税
　　3億1362万円
■純繰越金
　　3億2444万円

人
事
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

　
上
小
路
隆
男
さ
ん（
田
代
）

の
推
薦
（
再
任
）
に
同
意上小路隆男さん

（田代）
ペットボトルや容器包装プラを圧縮する
マルチコンパクタ(リサイクルセンター）

大屋根広場
「びっぐテラス」
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議案等
番　号 件名と主な内容 議決

結果 賛否

　７年度：補正予算
議　案
第26号

一般会計（第２号）
…６億4199万円増額し、74億2161万円に 可決 全員

賛成

議　案
第27号

国民健康保険事業勘定特別会計（第１号）
…3455万円増額し、８億1208万円に 可決 全員

賛成

議　案
第28号

後期高齢者医療事業特別会計（第１号）
…601万円増額し、1億419万円に 可決 全員

賛成

　条例改正等

議　案
第29号

職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休日及び休暇に関
する条例の一部を改正する条例
…職員の育児・介護等と仕事の両立を支援するための改正

可決 全員
賛成

議　案
第30号

葛巻町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例
…選挙運動用のビラ及びポスター 1枚当たりの単価改正

可決 全員
賛成

　人事案件
議　案
第31号

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること
…上小路隆男さん（田代・再任） 同意 全員

賛成

　財産の取得
議　案
第32号

財産の取得に関し議決を求めること…自動マルチコンパクタの購入
相手方：東日本テクノ株式会社（北海道札幌市）契約金額：1500万円 可決 全員

賛成

　６年度：決算
認　定
第１号

一般会計
…歳入総額77億9404万円、歳出総額70億4666万円 認定 全員

賛成

認　定
第２号

国民健康保険事業勘定特別会計
…歳入総額8億8912万円、歳出総額8億5899万円 認定 全員

賛成

認　定
第３号

後期高齢者医療事業特別会計
…歳入総額9699万円、歳出総額9243万円 認定 全員

賛成

認　定
第４号

国民健康保険病院事業会計…収益的収入10億4414万円、収益的支出
11億323万円、資本的収入１億7775万円、資本的支出２億4266万円 認定 全員

賛成

認　定
第５号

水道事業会計…収益的収入１億6398万円、収益的支出２億440万円、
資本的収入２億5527万円、資本的支出３億1285万円 認定 全員

賛成

認　定
第６号

下水道事業会計…収益的収入１億5693万円、収益的支出１億5509万
円、資本的収入２億2013万円、資本的支出１億4745万円 認定 全員

賛成

くずまきテレビ録画放送の予定くずまきテレビ録画放送の予定
月　　日 時　間 内　　　容

11月７日（金）
９時～ 議案説明、一般質問

17時～ 議案審査、議決　　

11月８日（土）
９時～ 議案審査、議決　　

17時～ 議案説明、一般質問

11月９日（日）
９時～ 議案説明、一般質問

17時～ 議案審査、議決　　

今ここが
聞きたい
　９月８日、５議員が一般質問
を行いました。
　一般質問は、町の行政全般に
わたり、事務の執行状況や将来
の方針などを幅広い視点から報
告や説明を求め質問します。　
　議員の質問できる時間は、１
時間以内です。
　議事録の内容は、町のホーム
ページと議会事務局で閲覧でき
ます。

Next p
age

一般質問

　
　
　
現
状
と
今
後
の
考
え

方
は
。

　
　
　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

足
腰
の
強
い
酪
農
経
営
体
を

確
立
す
る
た
め
、
耕
作
放
棄

地
や
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
、

家
畜
排
せ
つ
物
の
適
切
な
利

用
に
よ
る
循
環
型
畜
産
の
推

進
な
ど
に
よ
り
、
自
給
粗
飼

料
の
生
産
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
町
で
は
農
業
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
へ
の
短
期
的
な
対

策
と
し
て
「
畜
産
生
産
資
材

価
格
等
高
騰
対
策
事
業
」
を

実
施
し
、
６
年
度
は
月
齢

24
ヶ
月
以
上
の
乳
用
牛
及
び

肉
用
牛
１
頭
当
た
り
７
千
円

の
補
助
金
を
交
付
し
、
厳
し

い
経
営
環
境
下
に
あ
る
畜
産

農
家
の
経
営
継
続
を
支
援
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
長
期
的
な
対
策
と

し
て
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

議
員

町
長

　
　
　
関
係
機
関
と
の
連
携

を
含
む
今
後
の
酪
農
畜
産
振

興
の
考
え
方
は
。

　
　
　
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
町
産
業
振
興

協
議
会
畜
産
専
門
部
会
が
八

幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、「
北
緯
40

度
・
畜
産
技
術
情
報
」
を
毎

月
発
行
し
、
飼
養
管
理
技
術

や
牧
草
・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

効
率
的
な
生
産
な
ど
の
情
報

を
町
内
全
畜
産
農
家
に
提
供

し
て
い
る
。

　

更
に
県
で
は
、「
い
わ
て

農
業
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
現

地
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

大
規
模
経
営
体
等
の
巡
回
訪

問
を
通
じ
て
各
農
家
の
現
状

把
握
を
行
い
、
県
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
農
協
及
び
町
の
担

当
者
間
で
経
営
状
況
を
情
報

共
有
す
る
な
ど
相
互
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。

　
安
定
し
た
経
営
を
継
続
し

議
員

町
長

い
く
た
め
に
は
、
各
関
係
機

関
・
団
体
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
効
率
的
、
合
理
的
な

酪
農
生
産
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
国
、
県

の
対
策
や
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
不

足
す
る
部
分
の
対
策
は
町
が

補
完
す
る
よ
う
努
め
る
。　

　
ま
た
、
現
状
の
課
題
や
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
国
、

県
に
要
望
を
伝
え
、
農
家
が

安
心
し
て
経
営
に
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

持
続
発
展
的
な
畜
産
酪
農
の

取
り
組
み
を
更
に
進
め
る
。

一般質問

山
やま

崎
ざき

邦
くに

廣
ひろ

  議員

問

答

酪 農 畜 産 振 興 の 現 状 と
今 後 の 取 り 組 み の 考 え 方 は

効率的な生産を進めることが重要

自
給
粗
飼
料
生
産
に
対
す

る
農
家
支
援
と
そ
の
成
果

の
状
況

今
後
の
酪
農
畜
産
振
興
の

考
え
方

※議長は採決に加わりません。

い
る「
草
地
更
新
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
、
５
年
度
か
ら
そ

の
支
援
内
容
を
拡
充
し
、
自

給
飼
料
の
生
産
性
の
更
な
る

向
上
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
と
安
定
を
図
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
自
給
飼
料
の
生
産
性
の
向

上
は
、
輸
入
飼
料
の
動
向
に

左
右
さ
れ
な
い
足
腰
の
強
い

農
業
経
営
を
展
開
し
て
い
く

上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
農
業
経
営
コ
ス
ト
の

削
減
や
安
定
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
の
対
策
は
、
当
面
継

続
す
る
考
え
で
あ
る
。

11ぺージ
山 崎　 邦 廣 議員
１． 酪農畜産振興の現状と今

後の取り組みの考え方に
ついて

12ぺージ
竹 花　 結 議員
１． 地方創生伴走支援制度に

ついて
２．学童保育について
３．保育園の給食提供について

13ぺージ
柴 田　 勇 雄 議員
１． 人口減少に伴う町行政運

営の今後の取り組み施策
等について

２． 町職員の育児に伴う休暇・
休業の取得状況等につ
いて

14ぺージ
辰 柳 敬 一 議員
１． 少子高齢化時代の町づく

りについて

15ぺージ
山岸 はる美 議員
１． 菜たねの作付状況と周知

について
２． 移住・定住・永住の支援

策について
３． 小・中学校の配置について

子牛へのえさやりの様子

町ホルスタイン共進会の様子

議  員  議  員  のの 判  断 判  断
〈議決結果〉
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現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
地
方
創
生
伴
走
支
援

制
度
は
、
制
度
の
活
用
を
希

望
す
る
市
町
村
に
複
数
の
国

の
職
員
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

職
務
経
験
等
を
生
か
し
て
地

域
課
題
の
把
握
や
施
策
立
案

の
助
言
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
町
で
は
、地
域
交
通
の
維
持・

確
保
、
持
続
可
能
な
学
び
の

環
境
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
の
恩
恵
を
実
感

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
３
つ

の
課
題
解
決
に
つ
い
て
制
度
の

活
用
を
希
望
し
、
60
市
町
村

の
う
ち
の
一つ
に
選
定
さ
れ
た
。

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
副
町
長
と
担
当
課
職

員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開

催
し
た
ほ
か
、
現
地
視
察
等

を
行
い
、
町
の
現
状
把
握
と

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。

　
８
月
に
２
度
目
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
開
催
し
、
課
題

の
再
確
認
と
資
料
収
集
に
つ

い
て
支
援
官
と
協
議
を
行
っ

議
員

町
長

竹
たけ

花
はな

結
ゆい

議員

問

答

主食持参方式の課題認識は

現 行 の ま ま 継 続 し て い く

一般質問

た
ほ
か
、
今
後
の
現
地
訪
問

の
日
程
等
を
調
整
し
た
。

　
課
題
解
決
に
向
け
た
予
算

措
置
な
ど
の
事
業
化
は
、
今

後
更
に
議
論
を
掘
り
下
げ
て

か
ら
の
対
応
と
な
る
。

　
　
　
現
在
の
利
用
状
況
と

入
所
基
準
は
。

　
　
　
８
月
１
日
現
在
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
の
通
年
利
用
児

童
は
、
葛
巻
が
28
人
、
五
日

市
が
９
人
、
小
屋
瀬
が
２
人
、

江
刈
が
７
人
で
、
合
わ
せ
て

46
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

入
所
基
準
は
、「
保
護
者

が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童
及
び
健
全
育

成
上
指
導
を
要
す
る
児
童
」

と
し
て
い
る
。

　
　
　
人
員
体
制
の
課
題
は
。

　
　
　
　
　
　

各
児
童
ク
ラ

ブ
に
支
援
員
研
修
を
終
え
た

保
育
士
等
を
配
置
し
、
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。
今
後
も

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
適
正
運
営
に
努
め
て
い
く
。

議
員

町
長

議
員

こ
ど
も
教
育
課
長

　
　
　
長
期
休
暇
中
の
み
の

利
用
へ
の
対
応
及
び
配
慮
が

必
要
な
児
童
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
長
期
休
暇
中

の
み
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

定
員
の
範
囲
内
で
利
用
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
配
慮
が
必
要
な
児
童
に
は

特
別
な
体
制
措
置
は
無
い
が
、

利
用
申
し
込
み
時
に
保
護
者

か
ら
聞
き
取
り
を
し
、
で
き

る
限
り
配
慮
を
し
て
い
る
。

　
　
　
現
在
の
提
供
状
況
は
。

　
　
　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

は
、
国
の
保
育
指
針
に
基
づ

き
、
主
食
・
副
食
を
一
体
的

に
提
供
す
る
完
全
給
食
方
式

で
、
給
食
費
は
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
る
。
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
は
、
副
食
費
を
無
料

と
し
、
主
食
は
家
庭
か
ら
持

参
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
暖
飯
器
の
使
用
に
つ

い
て
。

　
　
　
　
　
　
経
年
使
用
に

よ
り
、
持
参
ご
飯
へ
の
臭
い

議
員

こ
ど
も
教
育
課
長

議
員

町
長

議
員

こ
ど
も
教
育
課
長

　
　
　
町
の
人
口
推
移
と
将

来
の
人
口
推
計
は
。

　
　
　
町
の
人
口
ピ
ー
ク
は
、

昭
和
35
年
の
１
万
５
９
６
４

人
、
平
成
17
年
に
は
ピ
ー
ク

時
の
約
半
分
の
８
０
２
１
人
、

町
制
70
周
年
を
迎
え
た
今
年

の
人
口
は
５
２
１
７
人
で

ピ
ー
ク
時
の
３
割
程
度
ま
で

減
少
。

　
人
口
推
計
で
は
、
５
年
後

の
12
年
に
４
３
８
５
人
、
32

年
に
は
２
３
８
９
人
と
な
り
、

25
年
後
は
現
在
の
半
分
以
下

の
予
想
と
な
る
。

　
　
　
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
酪
農
業
の
後
継
担
い
手
確

保
の
取
組
施
策
は
。

　
　
　
町
で
は
、
基
幹
産
業

担
い
手
確
保
事
業
と
し
て
、

県
立
高
校
、
県
立
農
業
大
学

校
等
の
学
生
を
招
き
、
酪
農

現
場
を
体
験
す
る
「
牛
と
ミ

ル
ク
の
お
仕
事
見
学
会
」
を

２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

若
手
農
業
者
や
女
性
酪
農
家

議
員

町
長

議
員

町
長

で
組
織
す
る
団
体
と
の
交
流

を
通
じ
、
酪
農
の
魅
力
発
信

に
努
め
て
い
る
。
新
規
就
農

や
親
元
就
農
で
は
、
国
の
補

助
事
業
等
に
よ
る
施
設
整
備

や
機
械
導
入
、
家
畜
導
入
の

支
援
制
度
を
活
か
し
な
が
ら

酪
農
業
の
後
継
者
と
担
い
手

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

人
口
減
少
に
伴
う

「
身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運

営
」
の
戦
略
は
。

議
員

費
の
支
援
、
町
内
事
業
者
に

は
「
商
店
等
設
備
導
入
支
援

事
業
」
等
を
実
施
。
ま
た
、

経
営
品
質
の
向
上
や
経
営
革

新
等
を
図
る
「
く
ず
ま
き
型

持
続
可
能
な
商
業
づ
く
り
支

援
事
業
」、
地
域
経
済
の
回

復
と
消
費
拡
大
を
促
進
す
る

「
特
産
品
販
売
促
進
事
業
」

等
の
各
種
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。

　
　
　
町
職
員
の
男
女
別
育

休
取
得
状
況
は
。

　
　
　
元
年
以
降
で
の
育
児

休
業
を
取
得
し
た
女
性
職
員

は
14
名
、
取
得
率
１
０
０
㌫
。

男
性
職
員
の
取
得
者
は
３
名
、

取
得
率
16
・
７
㌫
。
男
性
職

員
の
育
児
休
業
取
得
率
の
目

標
設
定
は
し
て
い
な
い
が
取

得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
育
児
と
仕
事
が
両
立

で
き
る
職
場
を
目
指
し
て
い

る
。 議

員
町
長

一般質問

柴
しば

田
た

勇
いさ

雄
お

議員

問

答

減少が続く町の将来人口は

町の 25 年後の人口 2,400 人

町
の
人
口
推
移
・
将
来
人
口

酪
農
担
い
手
確
保

商
工
業
の
進
行
施
策

地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度

保
育
園
の
給
食
提
供

学
童
保
育
の
現
状

身
の
丈
の
財
政
運
営

職
員
の
育
休
取
得

商工会の会議

　
　
　
縮
小
化
が
進
ん
で
い

る
町
商
工
業
の
振
興
施
策
は
。

　
　
　
本
町
の
商
工
会
の
会

員
数
は
、
平
成
22
年
に
２
８

８
事
業
所
の
加
盟
が
、
今
年

４
月
時
点
で
は
１
７
４
事
業

所
と
な
り
、
こ
の
15
年
間
で

１
１
４
事
業
所
が
廃
業
等
に

よ
り
減
少
。
こ
れ
は
人
口
減

少
に
伴
う
市
場
規
模
の
縮
小

や
後
継
者
不
足
等
に
よ
る
影

響
が
大
き
く
町
商
工
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
。

　

６
年
度
に
「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
」
を
策
定
し
た
。
具
体
的

に
は
、
町
商
工
業
者
を
支
え

る
町
商
工
会
へ
の
運
営
事
業

議
員

町
長

移
り
が
気
に
な
る
た
め
現
在

は
使
用
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
設
置
等

に
よ
り
、
保
育
室
の
環
境
が

良
好
な
た
め
今
後
の
使
用
も

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

主
食
持
参
方
式
の
保

護
者
負
担
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　
　
　
　
　
様
々
な
子
育

て
支
援
施
策
を
他
市
町
村
に

先
駆
け
て
行
っ
て
き
た
が
、

給
食
に
つ
い
て
は
今
後
も
持

参
方
式
を
継
続
し
て
い
く
。

議
員

こ
ど
も
教
育
課
長

　
　
　
町
の
自
主
財
源
と
な

る
町
税
等
の
減
収
、
国
勢
調

査
の
人
口
結
果
で
算
定
す
る

普
通
交
付
税
の
減
額
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
の
財
政
戦
略

で
は
、
町
の
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
る
「
人
口
減
少
対

策
・
地
方
創
生
」
施
策
を
最

優
先
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
つ
つ
、
社
会
構
造
の
変

化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

施
策
を
展
開
す
る
。
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
効
率
的

な
事
業
推
進
を
図
る
。

町
長 ※

完
全
給
食
…
主
食
・

副
食
す
べ
て
を
施
設
側

が
提
供
す
る
給
食
方
式
。

全
国
の
完
全
給
食
率

小
学
校
99
・
２
㌫

中
学
校
90
㌫

保育園の給食の様子
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少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

様
々
な
弊
害
が
生
じ
て
い
る

が
、
葛
巻
病
院
の
経
営
は
。

　
　
　

町
内
唯
一
の
公
立
医

療
機
関
と
し
て
、
一
般
的
な

外
来
診
療
、
入
院
診
療
の
他
、

リ
ハ
ビ
リ
、
救
急
、
在
宅
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
更

に
、
民
間
医
療
機
関
で
は
提

供
困
難
な
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
も

担
っ
て
い
る
。

　

経
営
面
で
は
、
患
者
総
数

は
平
成
26
年
度
の
４
万
９
０

５
１
人
か
ら
６
年
度
に
は
３

万
５
９
２
９
人
と
な
り
26
・
8

㌫
の
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

収
益
は
平
成
26
年
度
に
６
億

円
、
６
年
度
は
６
億
３
９
０
０

万
円
と
な
り
、
６
・
３
％
増
と

な
っ
て
い
る
一
方
、
医
療
材
料

費
、
全
国
的
な
賃
上
げ
に
よ

る
人
件
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
条
件
下
に
あ
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
導

入
に
よ
る
高
収
益
化
や
訪
問

議
員

町
長

辰
たつ

柳
やなぎ

敬
けい

一
いち

議員

問

答

少子高齢化時代の町づくりは

人口減少の中最大限のサービスを

一般質問

看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
導

入
、
地
域
連
携
室
の
設
置
に
よ

る
他
院
か
ら
の
患
者
受
け
入

れ
調
整
等
に
よ
り
、
町
民
に
信

頼
い
た
だ
け
る
病
院
と
し
て
安

定
的
な
経
営
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
消
防
団
員
の
確
保
対

策
は
。

　
　
　
消
防
団
員
数
は
平
成

26
年
度
の
３
１
２
名
か
ら
６

年
度
は
２
５
６
名
と
な
っ
て

お
り
、
10
年
間
で
56
名
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
４
年
度
に
団
員

報
酬
や
出
動
手
当
等
の
見
直

し
を
行
っ
た
ほ
か
、
消
防
団

が
所
有
す
る
資
機
材
の
整
備

な
ど
、
処
遇
改
善
に
努
め
て

き
た
。

　
引
き
続
き
消
防
団
に
入
団

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
ほ

か
、
機
能
別
団
員
や
女
性
消

防
団
員
の
確
保
に
努
め
、
地

方
防
災
の
向
上
と
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。 議

員
町
長

　
　
　
自
治
会
活
動
へ
の
支

援
は
。

　
　
　

自
治
会
に
お
け
る

地
域
活
動
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
地

域
担
当
職
員
制
度
を
導
入
し
、

円
滑
な
自
治
会
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
活
動
を
財
政
面
か

ら
支
援
し
、
自
治
会
館
の
整

備
、
自
治
会
組
織
の
再
編
等
、

そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
自
治
会
活
動
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
自
主
的
か
つ
主
体
的
な

地
域
活
動
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
対
し
て
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
財
政
的
・
人
的
支

援
を
講
じ
て
い
く
。

議
員

町
長

菜
た
ね
作
付
状
況
と
周
知

移
住
・
定
住
・
永
住
の
支
援
策

小
中
学
校
の
配
置

地
域
の
消
防
団
の
定
員
確
保

人
口
減
少
に
伴
う
葛
巻

病
院
の
経
営

　
　
　
遊
休
農
地
解
消
策
と

し
て
菜
た
ね
の
作
付
面
積
と

農
家
戸
数
の
推
移
は
。

　
　
　
事
業
を
開
始
し
た
平

成
24
年
度
は
農
家
戸
数
５
戸
、

１
１
２
ア
ー
ル
の
作
付
面
積

だ
っ
た
が
、
６
年
度
は
18
戸
、

５
７
１
ア
ー
ル
と
増
加
し
て

い
る
。

　
　
　
菜
た
ね
油
の
商
品
と

し
て
の
販
売
利
用
状
況
は
。

　
　
　
収
穫
さ
れ
た
菜
た
ね

は
町
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
２
０
０
円
で
買
い
取
り
、

製
品
化
し
て
い
る
。
製
品
化

さ
れ
た
菜
た
ね
油
は
３
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が
６
６
０
円
、

７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が
１

５
４
０
円
で
道
の
駅
く
ず
ま

き
高
原
等
で
の
販
売
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
、
イ
ベ

ン
ト
の
抽
選
会
の
景
品
等
で

活
用
を
図
り
、
遊
休
農
地
解

消
対
策
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　
快
適
な
住
ま
い
づ
く

り
応
援
事
業
、
水
洗
化
普
及

支
援
事
業
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
快
適
な
住
ま
い
づ
く

り
応
援
事
業
は
、
30
万
円
以

上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
町

内
事
業
者
が
行
う
場
合
、
補

助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
、

最
大
50
万
円
分
を
く
ず
ま
き

商
品
券
で
交
付
し
て
い
る
。

事
業
開
始
か
ら
15
年
で
利
用

実
績
６
４
４
件
、
交
付
総
額

１
億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
近
隣
の
自
治
体
で
は
、

生
徒
数
減
少
に
よ
る
統
合
や

協
議
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
町
の
構
想
は
。

　
　
　

学
校
の
統
廃
合
は
、

児
童
生
徒
に
遠
距
離
通
学
を

強
い
る
こ
と
と
、
子
ど
も
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
の
地

方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の
支

援
官
の
助
言
等
を
踏
ま
え
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員

町
長

　
　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
と
実
績
は
。

　
　
　
平
成
22
年
度
の
制
度

開
始
か
ら
の
総
登
録
物
件
が

70
件
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
賃
貸
成
立
が
28
件
、

売
買
成
立
が
24
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
新
築
住
宅
支
援
と
し

て
町
有
地
の
分
筆
等
の
考
え

は
。

　
　
　

今
後
利
用
す
る
見
込

み
の
な
い
土
地
は
、
資
産
の

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
も
空

き
家
バ
ン
ク
、
宅
地
バ
ン
ク
と

連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

町
長

議
員

町
長

　
水
洗
化
普
及
支
援
事
業
の

補
助
率
は
一
般
世
帯
で
補
助

対
象
経
費
の
２
分
の
１
、
上

限
42
万
５
千
円
、
高
齢
者
世

帯
は
補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
２
、
上
限
57
万
円
で
い
ず

れ
も
く
ず
ま
き
商
品
券
で
交

付
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度

の
事
業
開
始
か
ら
６
年
度
ま

で
、
延
べ
１
９
８
件
、
総
額

７
７
６
６
万
円
を
交
付
し
て

い
る
。

問

答 返礼品やアンテナショップで販路

まちの駅くずまきで販売されているなあぶら

部隊訓練を行う消防団員町道の草刈り作業（星野自治会）

葛巻小学校大運動会

ク
リ
ー
ン
行
動
な
ど
の
自
治

会
活
動
に
お
け
る
参
加
者
の

高
齢
化
と
参
加
者
数
の
減
少

山
やま

岸
ぎし

はる美
み

議員

菜たねの作付状況と周知は

一般質問
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く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

　７月は町内各保育園で夏祭り等多くの
イベントが開催されました。
　４つの保育園では、保護者や保育士たち
が手づくりで準備を行い、子どもたちは、
スイカ割りやお化け屋敷、盆踊りなどを
楽しみました。
　園児みんなの笑顔が輝いた、楽しい夏の
思い出になりました。

町 内 各 保 育 園 の
夏 行 事 の 様 子

N
o.　
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集
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会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-65-8980　

FAX・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
https://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.lg.jp/ 森林認証した紙を使用して

おります。

「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております

編
集
後
記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

７月

８月

９月

92,000円

76,500円

35,000円

（
（
（

盛岡広域８市町議会議長会
会議及び意見交換ほか 

県選出国会議員との懇談会
ほか

平庭闘牛大会しらかば場所
ほか

）
）
）

次の定例会議は次の定例会議は1212月月５５日(金)日(金)です。です。

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
朝
晩
の
寒
暖
差
に

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
議
会
の
活

動
や
町
政
の
動
き
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
何
か
お
気
付

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
意
見

等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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